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会

議

の

内

容 

 

１ 開会 

２ 議事 

 ⑴鴻巣市新型インフルエンザ等対策行動計画（案）について 

 ⑵令和８年度における第２次鴻巣市健康づくり推進計画及び第２次鴻巣市いの

ち支える自殺対策計画の事業実施案について 

３ その他 

４ 閉会 

 



 

●議事⑴ 

 

 鴻巣市新型インフルエンザ等対策行動計画（案）について、配布資料をもとに

事務局より説明。 

 

〈議長〉 

 疑義が無いようですので、こちらを最終案として事務を進めていただければと

思います。 

 

●議事⑵ 

 ・令和８年度における第２次鴻巣市健康づくり推進計画及び第２次鴻巣市いの

ち支える自殺対策計画の事業実施案について、配布資料をもとに事務局より説

明。 

 ・資料３関係補足資料①から③をもとにねんりんピック交流大会開催事業、高

齢者インフルエンザ・新型コロナ予防接種促進事業及び予防接種事業について 

 事務局より説明。 

 

〈委員質疑〉 

 ねんりんピックの対象年齢が６０歳以上と説明がありましたが、健康まつりブ

ースの対象はどなたでも参加できるのでしょうか。 

 

〈事務局回答〉 

 老若男女どなたでも参加いただけます。 

 

〈委員質疑〉 

 ねんりんピックでのソフトボールの役員になっているが、打ち合わせなどのス

ケジュールがわかれば早めに教えていただきたい。 

 

〈事務局回答〉 

 ねんりんピックの所管がねんりんピック推進プロジェクトになっておりますの

で、いただいた御意見を共有いたします。 

 

〈委員質疑〉 

 健康づくり課で実施している自殺対策事業で効果的だと思われるものは何でし

ょうか。 

 

〈事務局回答〉 

 今後も続けていきたい事業は、「いのちの授業」になります。対象年齢は小学

校では５・６年生、中学校では１年生が対象となり、講師を招いての講義を実

施しております。講義後はアンケートを実施しており、生徒、先生、保護者か

ら参加して良かったとの声を多くいただいています。 

 

〈委員質疑〉 

講師はどのような方が来られますか。 

 



〈事務局回答〉 

 一般社団法人リヴオンという団体になります。様々な要因で身近な方を亡くし

た子どもに対して活動をしていきたいという思いがあり、講演や相談事業をやら

れています。鴻巣市につきましては平成２７年から講師として依頼しておりま

す。身近な人を自殺や事故で亡くしている子どももいまして、自分が死について

考えることがいけないんじゃないかという思いを持ってしまうなかで、その後の

人生を生きていくうえで死を特別なことではなくて泣いたり思い出したりしても

いいんだよという話から始まり、子供の自殺者数が多いのはなぜだろうねと一般

化していくような話をされています。最後は、信頼できる大人に相談してほしい

と話を続けていく１コマとなっております。 

 

〈事務局回答〉 

 アンケート内容は聞いてよかったというものがほとんどですが、中にはそうは

思わないというような感想もあります。アンケートは無記名なので誰かはわかり

ませんが、そのようなときは学校側と共有するようにはしております。 

 

〈委員質疑〉 

「いのちの電話」を今年度から実施しているということでよろしいですか。 

 

〈事務局回答〉 

公園で自殺未遂とかトイレのドアに縄をかけて自殺するとか若い方であったりす

るので、人気がないところで自殺を図ることを間際のところで踏みとどまっても

らおうとポスターを貼ってもらった経緯があります。 

 

〈委員質疑〉 

 鴻巣市においても小中学生の自殺者数は増えているのでしょうか。 

 

〈事務局回答〉 

国が自治体ごとの自殺者数を分析したものを送付してもらっていますが、広く

若年層と括っておりますので、詳しくどの年代かはわかりません。２０歳前後や

将来の進学などで悩む時期の方で、特に女性が増えているのが全国的な傾向とな

っています。 

 

〈事務局回答〉 

鴻巣市で小中学生が多いかというのはそこまでの情報はもらっておりません。 

 

〈事務局から〉 

３つの事業に関しましては、３月議会で来年度予算の審議をいただくものになり

ます。来年度予算の審議の中で決定していくことになりますので、その点ご承知

おきいただければと思います。 

 

 ご指摘のとおり、県からの指摘をもとに検討させていただいて、最終の計画と

させていただくことになります。 

 内容につきましては、あらかじめ整合性チェックリストが示されておりまし

て、県の計画と連動していればよいだろうと認識しております。 

 



●その他 

  

事務局より連絡事項 

 ・鴻巣市新型インフルエンザ等対策行動計画の今後のスケジュールについて 

 ・令和８年度の開催について 

 

閉会 

（会議時間 ５２分） 

配

布

資

料 

資料 

 ・次第 

・委員名簿 

 ・座席表 

・（資料１）鴻巣市インフルエンザ等対策行動計画（案）について 

・（資料２）埼玉県指摘事項（抜粋） 

 ≪当日配布≫ 

 ・（資料３）第２次鴻巣市健康づくり推進計画進捗管理表 

 ・（資料４）第２次鴻巣市健康づくり推進計画進捗管理表 食育事業実施計画 

 ・（資料５）第２次鴻巣市いのちを支える自殺対策計画進捗管理表 

 ・（資料３関係 補足資料１）ねんりんピック交流大会開催事業 

 ・（資料３関係 補足資料２）高齢者インフルエンザ・新型コロナ予防接種促

進事業 

 ・（資料３関係 補足資料３）予防接種事業 

  

 


